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このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありげとラございまず。 

•ご使用になる前に、がずこの「取扱説明書 J をよくお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説日月書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

参同捆①「アフターサービス登録力ード J は必ずご投函ください。 
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田安全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人への危喜と財産への損害を未然に防ぎ、本機をま全に正しく使用ずるために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここにおした表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明していまず。 _ 


ん ff ~\ A | VIO ^ D \ この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う危險また 

/!\厄 I 典 l^UAIMUtnJ は乂おの危険が差し迫って生じることが想、定される内容を示していまず。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t ：、 重傷を負う可能性、ま 
たは义災の可能性が想定される内容を示しています。 


A rn Ai iTinM ^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損 

/!\ /王后、、し AU I IUIMJ 害の発生が想定される内宮を示してしほす。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



〇減® ( D ® 






この給表示は、「禁止」されている内容でず。 


この絵表示は、「ま意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく「指を」内容でず。 


説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための巧容び記載されています。 


A 筒埃 （ DANGER) 



I 女ガソ U ン使用禁止 I 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧しないでください 
か量の混入でを、火災の原因にな D ます。 


ガソリン禁止 



告 (WARNING) 


★スプレーち厳禁 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストープの前や溫風のあたる巧に放置しないで<だ 
ごい。 

熱でちの圧力び上び D 、 爆発し、危険です。 


lBIE 


|>換気必要] 


♦換気せずに使用しつづけないでください。 ノし U •一；、> 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中雲になるおそれびあり 
ます。また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

♦使用中は必ず]時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 /〇 

参換気する時は、換気扇を使用した D (換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと巧分な換気び 
でさない場合びあります。）2力所む上の（風の出入りのある）開口部を設けると効率よく換気でをます。 

窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでください。 




★湿風の出 □ (ルーパー）をふさびない 

ス I ブガードなどの囲いに干し^, 
物を掛けた D 、 巧類、紙などで温 M 
風吹出口（ルーバ ー） や燃焼空気取 A 
入□(給気フィルター）や温風空気す 
取入□をふさびないでください。1 し 

巧類、紙などでふごぐと、異常燃 
焼や火災や故障の原因にな D ます。 


I ★寝るとを消义 I 

寝るとをや外出するとをは、 
必ず火び消えていることを確 
認してくださし、。 

予想しない事故が発生ずるお 
それびあります。 




〇 


★巧類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

衣類び乾燥すると、ストーブの 
熱気でゆれて落下して乂がつ 
を、火災の原因になりまず。 


★可燃性ガス使用厳禁 

ス I -- ブを使巧している部屋 
で、可燃性ガスび発生するを 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー） や、 スプレーを使用 
しないでください。乂災や故 
障の原因にな D ます。 
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の安全のたゆに必ずお守りください 


A ミ主意に AUTION ) 


★力ーテン、寝具など、可燃物近接禁止 


>カーテン、巧団、毛布などや燃えやすいをののそばでは使巧しないでください。 

乂災の原因になりまず。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、义災のおそれびあります。 

>可燃物との離隔距離については、下記み可燃物（木壁、合巧、ふずまなど）とのお難を難ず i 

の記載内容を参照してください。 - 



0 


★可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す 

•ス I -ーフから可燃物との距離は、ち図の指定切上の距離をイ呆つよ5にし 
て < ださい。 

♦ス I -ーブ上ちや前方の巧燃物などとの距離は必ず1 m 政上離してくださ 
い。 

参上方の棚などからの落下物びないようにしてくだでい。 

•カーテンなどび風でゆらいでちストーブにふれないようにしてくだごい。 
♦家具などか5は充分な距離を離してくだごい。 

熱で変あや変色、自然発火することびあ D ます。 


※イラストは rLC-L3 日 AS」 です C 



〇 


★給油時消乂 I 


給油は必ず消火していることを確認して、ス I ブの温度び充分下びってから、他に火の気 
のない巧でおこなってください。 

义災のおそれびあ日ます。 


★油漏れ確認 

•給ミ由□□金は確実に締めてください。給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてくだ 
ごい。 

給油□□金を斜めに締めた D すると、團単に給油ロロ金びはずれて、义災のおそれびあります。 

参油タンクか5油び漏れるげ態では絶巧に使巧しないでください。 ^ 

火災のおそれびあります。 柳を確嬰 

女ほこりの除去1 を £ 

燃焼空気取入□(給気フィルター)や温風空気取入口は、週1回必ず掃 ^ 

除してくたごい。 — — I ぶ 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入□(給気フィルター）や温風空気取入□び & 1 ^ 

つまると、異常燃焼のおそれびあります。 巧觸挪人□(統フィルタ-)湿風を気取入口 



★巽常時使用禁止 


におい、すすの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでくだごい。 
緊急の場合でをあわてずに消火器でミ肖义してください。 



f 
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使用禁止 


I ★温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたったり、ス I -ーブの前に長時間い続けないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 


★高温部接軸禁止 

燃焼中や;'肖乂直後は、高温部、温風岐出口（ルーバー）に手などふれないでくださ IA 
やけどのおそれびあります。 


★指や異物を入れない 

温風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入□やス I -ーブ 
巧部に指や可燃物-針金などの異物を入れないでください。 

けびや乂災のおそれびあります。 

★分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使巧しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 






€) 

接触禁止 

1 

分解禁止 
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A 注意 （ CAUTION ) 


★保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき、またはな管ずるときは、必ず打油を抜いて、電源プラグをコンセントから旅しでください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだごい。 

义災のおそれびあ D ます。 

源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた D 、 傷付けたり束ねたり、物をのせたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでくだごい。 

電源コードび破損し、火災や感電の原因にな0ます。 


★長期間使巧しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとをは電源プラグをコンセントひら抜いてください。 
火災や予想しない事故の原因となります。 


I ★電源プラグは確実に差し込む I 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくだごい。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 

火災の原因にな D ます。 

霜れた手での抜を差しはしないで<ださい。 

感普の原因になります。_ 


★電源プラグのお手入れをする 

とをどきは蜜源プラグを旅き、ほこ0 (及び金屈物）を除去してください。 

(ほこ D や異物びたまると湿気などで絶緑不良になり）火災の原因になりまず。 

女お子様やお年寄りのご使用に注意 

お子様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ストープの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接魄によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分にを意してくださし、。 


f 
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電源プラグ 
を巧く 


〇 


女腰をかけたり物をのせない 


ストーブの上にのったり、腰をかけた D しないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれびあります。 
ストーブの上に花びんや、水を入れたをのなどを置かないで< ださい。 

かびかかると漏電や故障のおそれびあ D ます。 


★廃棄するとを 

ストーブを廃棄処分ずるとをは、がず油タンク、油受けざら巧の灯ミ由を抜き取つてください。 

(「居]点検.手入れ」の 厂油タンク、油受けざ5の巧除! 参照） 

灯油び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあ D ます。 


★次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故や故障の原因になりまず。 

( 水平でない場所、不巧定な場所 ) __ 

♦傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないでく （ 温室•飼育室など人のいない場所 

島 M 消火装置び誤作動ずることびあります。 •擇票胃豐変化で、予想しなし、事故び発さ 

•しっかりしたじようぶな場所で使用してください。 。、坂 _ 

♦毛足の長し、じゅうたんの上では使用しなし、でくださし、。 ( 風のあたる場所、部屋の出入 □、 I 

♦移動車両の中や、不安定な台上で使用しないでくださ ♦風のあたる場所や屋外では使用しないでく 

し''。 炎び出てを険です。 

転落したり、火災になるおそれかあります。 掃除機の排気にち注意してください。 

C 暖炉などスト-ブが圓ゎれる 穩西 ：) •態富 皂紀齡 駕るく場基真^ 

♦暖炉や巧入れに入れての使巧など、特殊な使いかたを で使用すると、乾倒して事故や ^ 

しないでください。 火災び起きるおそれびあります。 ^ 

火災の原因にな D ます。 レ^ 


〇 

_指示- 

0 

禁止 


〇 

指示 
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使用禁止 


参使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれ 
び态〇まず。 

C 風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 j 

♦風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 
炎び出てを険です。 

掃除機の排気にちを意して < ださい。 

参部屋の出入口など人の通る場巧、 [>1 

人びぶつかつたりつまずく場所 ^_ 

で使用すると、乾倒して事故や 

火災び起きるおそれびあります。 ramJ / 
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田ま全のために必ずお守りください 


A ミ主意 （ CAUTION ) 


★次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故や故障の原因になります。 

( 、 ほこりや湿気のをい場所0 ____ 

♦お類や麵を賴う獅や;脂 • 養類など塵やほこ Of ををな物をのせた棚などの下 j 

* 鑑 SI 徽! i 规装?韶 k 空気取入 □ •落下物により火災び超きるぉそれびあ。まず。 

夏設誌替 S なり' 異常燃焼ゃ異笛過熱を起こず 置射日光のあたる場所、温度の高い場所 

G 可燃性ガスの姓する場祈またはたまる場戸 JQ 製駕競誌諸器這為 それびぁります。 

严発ゃ:^獅原圆しな t ) が。 _ f 言南 （1300 m 政上の榻所） ) 

01.美瓣、クリ-ニンク店などスプレ-が鱗品を使ぅ場所 } •醜濃度び薄いので異常臟焼 八 

参理•美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組立工場、 を起こすおそれびあります。 / iVS 

繊維関係工場などでは使用しないでください。 参燃焼に必要な酸素濃度び薄く 

ストーブの故障や、腐食性ガスの発生により金属. なる島地 （800 〜13日 Om ) Ot ^# 

鏡.ガラスなどを傷める原因とな0まず。 では高地調整び必要ですので \ L 1^ Q 0 J - 

♦石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ IJ コーンを お買い求めの販売店までお間 

配合した枝毛用コート液やヘアート U — トメント娘 い合じせください。 ^ 化 —" 1 

毛用）は点乂5スや、途中消乂など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 


★移動•運搬するときのま意 

•ストーブを移動ずるとをは、必ず消火し、ストーブの温度び充分下がってか5油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してくだごい。 

ミ由び漏れたり、火がになるおそれびあります。 

♦修理 • 引越しなどでストーブを運搬されるとをは、ミ由タンク、油受けどらの灯油を必ず巧いてください: 
運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあ0ます。 


0 

使用禁止 
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お願い （NOTICE 


★シリコーン配さ製品を使用しない 


•石油ファンヒーターの故障の原因になることびを意表おされているヘアケア商品等は、シ U コーンび配合されています。 
石油ファンヒーターと同時に使用しないでください。 

♦上記のま意表示びなくてをシリコーンび配合されている商品（化粧品類、あ類の防水剤 • 柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤-保護剤等）も同時使用は控えてください。 

•やむなくご使用になる際は石油 フアン ヒーターの運乾を一時的に停止し、使用後は換気を巧分におこなってシ IJ コーン 
等の成分を屋外に排出してから運転を再開してください。 


★巧油の廃棄 

灯油の廃棄姐分は、灯油をお買いホゆになった販売店にご相談ください。 


图使用ずる場所 


★効果的に使用するために 







参温風の循環を巧げるをのびない場所に設置して<ださい。 


※イラストは 「LC-L36AS」 です。 

♦外気に接する窓の下や壁側に設置すると効果的です。 


参熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 

熱に強い マッ トなどを敷いてください。 

参移動するときは弓 I きず6ないでください。 

床面、畳、カーペットに傷を付けたり、本体底面の塗装びはがれて鐘の原因になるおそれびあります。 


4 










































圓各部のなまえ 

看作部•表示部のなまえと使いかた、「点灯 J • r 点滅」の意ほ 


チャイルド□ックボタン温度/時刻ちわせボタン 


チャイルド□ックの設定•解 
除をおこないます。 


「囘 使いかた」 の げ ヤイル 
ドロックのしかた I 参照 


エコ ボタン 

エコ運商の設定•觸除を 
おこないます。_ 

r 旧 使い かた」のを コ 


ちのしかた 参照 


室温の設定、時刻の設定をお 
こないます。__ 

「困 使用前の準備」 の歷 S 
時刻の設定の 

「同 使いかた I の I 室温の調 
節のしかた]、皆イマー運転 


のしかた 参照 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 


ri 5 使いかた」の庶か D しかた1、 

I タイマー運賠のし かた し 願灭 
のしかた] 参照 


〇ピおピ化 

拾 ル部！巧 iia 



げる/ 



運転ランプ 

赤- ••緑-*^ ホ-* ■緑—…予熱中、消火動作中です。 
桓点な… 運鼠中です。 

赤点な… カウントダウン中（給油、消し忘れ消乂 
装置、タイマー運転、省エネセンサー(み 
はりや <)) です。 

緑点な… エコ運鼠中です。 


小部屋ボタン 

ル部屋運転の設定•解 
除をおこないます。 



タイマーボタン 


タイマー連転の設定を 
おこないます。 

「固 使い かた」の度ゴ 
マー運輕のし かた」参照 


タイマーランプ 


点灯…タイマー運転待機中かタイ 
マー運転中かタイマー運転 
終了時でず。 

庶诚 .. •タイマー時刻を設定中です。 


消臭点乂-時間延長-給油延長ポタン 


運 
_転 

、ツ 

チ 

燃を中は甲したときから、 
再度約 3 時間の燃焼継 
続び可能になります。 

「固 使いかた」 の 1 消し忘れ消火 
装置の使いかた 1 参照 

タイマ ー 運転から、通 
常運転に切 0 替えると 
をに巧します。 

「固 使いかた 1 の 1 タイマー運睹 
のしかた 1 参照 

給油延長運転をすると 
さに巧します。 

r 团使用前の準備 1 の i 給油の目 
巧 • 給ミあ延長連鼠のしかた 1 参照 

っ覇 
切等 

1—ツ 

1 チ 

消臭点火の設定•解除 
をおこないます。 

1151 使いかた 1 のし 点义のしかた 1 

参照 

ノ 


巨 



































0 (給油）表示 

点灯... 

油タンクの灯ミ由がなくなって 
消火する]日分前。「ピー」音 
が鳴0、残り燃焼時間（分） 
を表 7 J \ します。 

点滅（運転中）… 

給油延長ボタンを押し、給油 
延長運転中を表示します。 

点ミ威（運転停止）… 

灯油びなくなり自動消火しま 
した。 

油タンクの給油時消火装置び 
作動しました。デジタル表示部 
が r ———— 」表术となります。 

「印 使巧前の準棉 I の 臟 由の目哀‘ 
給ミ由延長運転のしかた I 参照 


設等温暗 


t 表示 

点む… 設定温度が設定 
されています。 
点滅… 設定温度を設定 
中です。 


14表示 

~点な •••消臭点火び設定 
されています。 
点滅… 消臭機能げ作動 
__中です。_ 

r 旧使いかた」の庶巧 


のしかた参照 





換気）表示 


点滅(運お停止)… I 

室内の空気が、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点な(運旣中)… 

♦運転して約]時間経過 
するたびに「ピー」音が 
鳴って「寺[^」表示が 
約1分間点 I 灯します。 

♦換気表示にたよらず] 
時間に！〜2回必ず換 
気してください。 


小 部屋表お 

点灯’’ ’ル部屋運転が設定され 
ていまず。 

「同 使いかた I の 讯 gB 屋運転 
のしかた I 参照 


デジタル表示部 

I 消臭点火び解除されている場含は、 

I 望至表示は消巧しています 。 j 

■温度表 

設定温度 • • ‘6 で〜 28 でまで設定 
温度を選択できます。 
室内温度…び C 〜 32 でまで表示 
します。 

gisraa g 

r 巧 c の c 1 

s み 

■現在時刻表お 

現在の時刻を表示します。 



■タイマー運乾時刻表を 

タイマー時刻表示は庶威します。 
※タイマー運転終了時は 
「 。イ ,-」を表おしまず。 



■給油に関ずる残り燃焼時間表お 

鶏り燃焼時間を表示します。 
※灯油切れ時は「- - 
表示となります。 



: S \ (1 コ)表示 

ちホ了... 

ェ]運乾が設定されています。 


' -\ 

^3 (チャイルド□ック)表示 

巧口... 

チャイルド□ックが設定され 
ています。 

S , _ J 


■エコ運間表示_ 

エコ運転中を表术します。 

-dsO 

■クリーニング燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の残り時間 
を表 TP ； します。 


■MW 


■消し忘れ消义装置による自動 
消火表示 

「イト /,-」を表巧します。 

3 Mr " 

■故障.異常により自動消乂し 
たとさのエラー表示 

自己診断機能により、故障時 
には f •£? 〜 f -3 を表示します。 





■不完全燃焼通知機能により自 
動消火したときのエラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回 
塾により「掛がり〜「视が」を表 

ホし术 So jgffiBS! 

[HH Hi ] 

■再点火防止機能により自動消 
乂したときのエラー表の 

「城が•イ」 を表示します。 


HH HH 
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國各部のなまえ 


省エネセンサ-側まりをく) •表示部のなまえと使いかた、「就 I 」•「庶風の意味 


省エネセンサー（みはりやく） 


人の気配を感知します。 

「固使いかた」の 

I 省エネセンヴー（みはりやく）運鼠、 
ヴ すたキュリテイ■機能 I 参照 


省エネ（ みはりやく）ボタン 

省エネセンサー（みはりや <) 運乾の 
設定•解除、プチセキュ U ティー機能 
の設定•解除をおこないます。 

「固使いかた」の 

省エネセンサー（みはりやぐ）蓮^ 、 
プチセキュ U テイー機能 I 参照 



みはりや < ぶ 


入/切 


点の 


点滅 


消な 


_省エ ネ（み はりや <) ランプ_ 

省エネセンサー(みはりやく）運転時 I プチセキュ U ティー機能時 


省エネセンサー（みはりやく）運乾が 
設定されています。 

省エネセンサー(みは0や <) 運転中 
で人の気配を感じています。 


プチセキュ1」ティー機能作動中に人の気配を感じ 
ているか、馨告動作中です。 

プチセキュ1」ティー機能作動中で人の気配を感じ 
ていません。 


デジタル表示部 


5 F 10 


■省エネセンサー(みはりやく） 
運転時の残り燃焼時間表お 

「が湖…消火10分前 
「が筑…消义9分前 


じ,バ•ご。…省エネセンサー 

(みはりやく）運 
転で、人の気配を 
感知しな < て、1 
時間経過し、消火 
しましに。 


5 E CU 


I プチセキュリティー機能 
作動やの表示 














4] 使用前の準備 


ス I ブを取り出ず 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになつ 
たうえで、包装箱か5包装材などを取り除き、製品を 
傷付けないように取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要で 
す。取扱説明書-保証書ち忘れずに保管してください。 


※イラストは rLC-L36ASJ です< 


顧 



@燃料は I 打油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 



みガソリン使用禁止 

A 危険 ガソリンなど揮発性の高い細ま、絶 

巧に使用しないでください。少量の 
混入でも、乂災の原因になります。 


ガソリン, 




ガソリン禁止 



♦変質口油、不純灯油(灯油 ui 外の油•水•ごみ 
が混入した灯油など）は、絶対に使用しないで 
ください。異常燃焼や故障の原因になります。 

♦巿販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれびあります。 


I 打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 
(乂の気のない巧でおこなってください。） 


〇 口油 


X ガソリン 


® な油の保管のしかた9 

•打油は必ず火気、雨水、邮卜 

ごみ、高温および直接广。|。つ こ "、 

曰光を避けた場所に保 

管してください。 I ■ … L II I 

•口油容器は専用のきれいな容器を使巧してく 
ださい。また、口油容器は必ず色付さの灯油 
専用容器を使巧してください。 

•灯油容器内の灯油がかないと温度変化によ 
り結露して水げたまることがあります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 





濡れたままです。すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 


悪い保管 


直射日光、雨水が当直射曰光、雨水の当 
たらず、火気のないたるべランダなど、 


冷暗所へ保管。 


室外の保管。 




□[ 0 . 


0 


r 変質: g 油とは ) 

•ちい灯油。 （2 年臥 上 持ち越した口油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管したに[油。 
♦容器のふたげ開けてあったり、乳白色の容器で保管した打油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色なをおびたり、すっぱいにおいがしまず。 


古い巧巧は 
使わないで 



0 

使用禁止 









互使用前の準備 


C 不純灯油とは 

•灯油じ(外の油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、 
重油など）がほんの少しでわ混入したな油。 


•水やごみが混入した灯油。 

変質な油-不純な油の見分けかた 


つ了脆外が' 
ミ由、水、ごみを 
\入れないで^ 



0 


使用禁止 


コップに水を入れ、次に巧油を入れ 
て背渡に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明な! 5 正かしでわ色がついていた 5 
常。 使用しない。 




0 


使用禁止 


変質灯油の見分けかたはた 
いへん難しいので、 メーカ 
一のはっさりしない灯油は 
使用しないでください。 


変質灯油や不純な油を使用 

ずると________ 

•変質0油や不純灯油を使用しますと、 
バーナーに 多量のタールげたまり、点 
火しなくなったり、燃焼が悪くなった 
り、激しいにおいがしたりします。 

•水の混入した灯油を使用します 
と、炎がルさくなり火び消えてし 
まいまず。また、油タンクに灯油 
が残っているのに、「 Q 」を表 
示することが'あります。 

参ガソ U ン、シンナーなど揮発性の高い油 
を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質打油や不純'打油を 
使ったときの処置のしかた 

1 油タンク、油受け、油受けざ5内 
の変質灯油や不純口油を抜さ取 
り、良質のに[油で内部を2〜3回 
洗ってか5ご使用ください。 

( r 因点検-手入れ」の 
I 油受けの掃除 I 、 

I ミ 由タンク、 ミ 由受けざ5の掃陶 
参照） 

2 変質口油や不純な油を抜さ取って 
を効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油が原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中 
でち有料修理となります。 


給油のしかた 



A ま意 


給油は必ず消乂していることを確認して、ス I ブの温 
度び充分下がってか5他に火の気のない所でおこなって 
<ださい。 

乂災のおそれびあります。 


〇 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油ロロ金を、左 ro 」 
に回して開けて < ださい。 

•給油□口金を取0はずす前に、先端の弁部を巧 
すと、給油口 □金び取りはずしやすくなります。 


※イラストは 「LC 丄 36AS」 です。 


給油□口金 









♦油タンクから灯油が漏れる状態で 
使用しないでください。 

火災のおそれがあります。 

♦同時に多数の油タン 
クに給油する場合^^^^^ 

罪し尊鬚說け〔本機巧の給油户叙 

g 案夢 障の 原因にな 

•打油容器のふたを、 

しっかり締めておい 
てください。 


撤由□□金を r カチッ」と音がずるまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正しく締めると油タンクの赤色の線び見えなくなりまず。 

♦給油□□金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 


お願い 


給油ロロ金を斜めに締め 
たりずると、簡単に給油 
口□金びはずれて、义災 
の原因になりまず。 



赤色の線 


しまつているしまつていない 


給油□□を/ 



給油□□金 



オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま粒」 と干渉して、 
次のような不具合状態になり、正しく給油できないちのびあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、すぐに停止してしまう。 

(処置）♦油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（ち向）を変える。 
♦ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油びあふれてしまラ。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない攝合は、直ちに徹由を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。 


油 量 計を見なが S 給油ずる。 g / 

•市販の給油ポンプの先端をジャパ'ラ mAM 

なが 5 給油してください。（ホースげつ^ ii «- 百う 

抜けなぃように注意しなが b 給油し ®ij ® Lil|T / 

♦灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の \ ン 'w //X 

給油位置- ►) まで給油してください。 グ \ 

入れ過ぎますと、あみれ出ることが ''' 一一 \\弁 - 

ありますので充分を意してください。 

/-お願い- 

•油タンクの中にある 「こぼれま柱」 の弁げ、給油□の近くまで上がって^ 
いるときは、弁を下へ押し下げてください。 /〇 

•油タンクの中にある 「こぼれま栓」 は、給油□□金げはずれたときに、油 
漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 




必取危中るも 

油ふい燃生^ 
灯にさ、発」よ 

-- ご-ノ 


卜体<< 

ッ 本って 
t 、ゆし 
£ を 、卜 

けンしセい 
/) 夕正と六 
夕油にりだ 

油 ♦ 
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互使用前の準備 


給油の目を-給油延長運転のしかた 

A を忌 

給油は必ず消乂していることを確認して、ストーブの温度が 
巧分下がってか 6 他に乂の気のなし佩でおこなってください。 S 0 
义災のおそれびをりまず。 

ストープを移動ずるとをは、必ず消义し、ストーブの温度が 
巧分下がってか 5 油タンクを取り出し、傾けないように静か •• 

に移動してください。 

な油が漏れたり、乂災になるおそれがありまず。 ぉを 


油タンクの灯油が空になってを、油受けざ5内に残っている灯油を燃焼させるこ 
とで、燃焼を延長（給油延長運転）させることがでさます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最ルの燃焼をします。 


運転スイッチ 


給油延長ボタン 


1油タンクの巧油びなくなると、「 g 」表示が点なし、「ピー」音び鳴りまず。 

デジタル表示部に残り燃焼時間（分）「，田」を表示しまず。 

• r 運転スイッ刊を押して消火してか日、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに r ピー」音げ鳴ります。約1日分後に、「0」表示が'点滅 
し、デジタル表示部の残り燃焼時間表おが「-」表示となり自動消火しまず。 

2給油延長運乾をずるとき 

•油タンクの灯油がなくなり「0」表示が点灯したときに、 「給油延長ボタン J を押 
すと、「0」表示が点滅に変わり、給油延長運転をして r 表 1」の間、燃焼継続をし 
ます。デジタル表示部の残り燃焼時間表お（分）が変わります。 

給油延長運転中は「0」表示が点滅します。残り燃焼時間び1日分じ1下になると2分 
ごとに「ピー」音が鳴ります。 

•自動消乂ずる前に、 r 運転スイッチ」を押して消火してから給油してくださし、。 
•給油しませんと、「 Q 」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表おが 
「----」表示になると自動消火します。 

表 1 | LC - L 36 AS I 最大約 白日 分間 I LC-I ■己吕 AS I 最大約日〇分"^ 

「給油延長ボタン」を巧すと、時間延長(燃焼）も同時にセットされます。 1 

(「固使いかた」の I 消し忘れ消火装置の使いかた I 参照） 















1 水平の確認をずる。 

•ストープは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、巧震自動消乂装置が誤作動することがあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


2 電源プラグをコンセント（家庭用 AC100V) に確実 
に差し込む。 

• 「ピー」音がします。 

•デジタル表示部に 
表示が点灯します。 




-お願い- 

•電源プラグを、絶対に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感 
電■火災-故障の原因になります。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みげ不充分ですと、電源プラグげ過熱し、 
熱変おすることがあ0ます。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 

•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折った0、重い物をのせたり、加工し 
ないでください。感電や火災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使用するときは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
ラにして < ださい。 


•電源プラグを®くとさは、電源コードを引っ 
張って抜かないで<ださい。断線、発熱、発 
火の原因になります。 


〇 

指示 



•熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使巧すると、床面が変色した0、 
そ0返ることがありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 





互使用前の準備 


現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかでをません) 


デジタル表示部 



gii 現在時刻び午後7時10分の場合 

(T) または^6のボタンを一度巧ず。 

「ピ ー 」音がして「-」表示が点滅します。 


( D デジタル表示を見なび 5^^® のボタンを}甲して「巧」に合わはる。 
( D デジタル表示を見ながのボタンを押して「ぶ」に含わはる。 


• のボタンは、一度押すごとに]時間または1分間ずつ進みまず。 

巧し続けますと連続的に進みます。 

•時刻含わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間に^；^» • 
のどちらかのボタンを巧してください。 

時刻合わせげでをなかった場合は、ちラー度 W 日またはのボタンを巧 
してやり直してください。 


( 4 ) 「巧」「ぶ」が、点滅か5点口に変わり、設定び完了します。 


お願い 


•ス I ブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、ちラー度差し 
込み直して、時刻を設定し直して<ださい。それでを直5ないとさはお買いホ 
めの販売店までお問い合わせ<ださい。 

•ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プ _ 

ラグを巧いて再通電した場を、デジタル表示はち図の ^ 

よラに r ---- 」表示が点灯しますので、現在の時刻 
を設定してください。 



★省電力機能 I 

デジタル表示部の時計表示は、約己分間経過しますと、省電力機能がはた6いて、デジ 
タル表示35び消〇して、電力の消費を抑えまず。 

時刻を確認したい場含は、操作部の「運転スイッ升攻外のどれかのボタンを押すと表示し 
ます。 r 運転スイッ升を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運転待機中にこ 
の機能ははた5きません。） 










固使いかた 



購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを巧いた状態か5再度お使いになるとさに 
は、消臭点火に設定してありますので、最初から 「 H 量」表示が点灯します。 

消臭点火は、点火までの時間を長くして （r 表 2」参照)、予熱を充分におこない、点火時の 
においをかなくする点火ち法です。 

0「運転スイッチ」を f 甲して「入」にずる。 

• 「ピ~」音がして r 運乾ランプ」が点灯します。 

♦デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。_ 

油タンクに打油があるのに「0」表示が点灯、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

_(「 团 点検.手入れ」の 阳受けの掃赌 参照）__ ソ 

( 2 ) —定時間経週後 （ r 表2」參照）に自動的に点义し、「運転ランプ」の色が変わります。 

I ★消臭点火解除ち系 

〇懼輯スイ ッ升が r 切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を押すと、「望 至」 表示が消灯して消 
臭点乂が解除され、点火までの時間が短かくなります 。 （r 表 3」参照） 

室内温度が目むを下まわる場合は、点火までの時間び長いままです 。 （r 表 2」参照） 

表2 
表3 

/-お願い- 

•初めて運転するとさや、ストーブを移動させたり、激しい振動が加えられた後に 
運転するとさ、白煙（灯油の蒸気）や臭気が出ることがあ0ます。これは、移動、 
振動によりバーナー（燃焼部）内に落ちた余分な灯油が蒸発することによるもの 
で、一度点乂し、を分な灯油がなくなれば白煙や臭気はなくなります。このよう 
な場をは白煙、臭気がなくなるまでは（窓を開けるなど）換気をおこなってくだ 
さい。 

•点火時にバーナー（燃焼部）内で、「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」という音が 
しまず。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点火時にはかしにおいげあります。 

•燃焼中「チッチッチッ」というよラな音がすることがありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユッジユッ」、「シヤンシヤン」などの音がする 
場合びあ0ますげ、これは丹油が蒸発ずる音です。異常ではありません。 

♦消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約 3 時間で自動消乂しまず。 
燃焼を継続する攝をは、消火する前に「時間延長ボタン」を押してください。 

(「固使いかた I の 踞し 忘れ消义装置の使いかた I 参照） 






国使いかた 


炎の状態 


ストーブを使用するときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態を必ず確認 
して < ださい。 



〇 

確認 


炎 

の 

図 


(ここに表示したが態は「強」（最大）燃焼の状態でず) 


正 常 



異 常 


0 

使用禁止 




が 

態 


•青炎燃焼で炎の先端に多 
か黄炎が入る。 

•炎の伸びや、燃焼音がル 
さい。 


炎び黄色く燃焼音び大さ 
し、。 


♦炎び高く伸び、炎全体び 
黄を 

♦「ポー」といラよラな異常 
音びする。 


1 


♦燃焼空気取入口（給気フィルター）を掃除する。 
♦お買いまめの販売店にご相談ください。 


室温の調節のしかた 


(運乾中にしかできません) 













① またはポタンを1度巧す。 

「ピー」音がして「 t 」表示が、点滅します。 

( D 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら^^0のボタンを押す。 

( 3 ) 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なげら^®のボタンを押す。 


•温度設定をする場合は r t 」表示が点滅している間にボタンのどちら 
かを押して<ださい。設定でさなかった場含はわラー度押して、やり直してくだ 
さい。 

•設定温度は6で〜28で、室温表示は0で〜32て:まで表示します。 

•設定温度にコント□ールずるために自動的に乂力を調節します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限0、消 
乂後再運転する場合、同一設定温度にな0ます。 


-お願い- 

•室温が約] 8むじ(下のとをは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことがあります。 

•温度調節は温風空気取入□近くの温度を感知しておこないますので、ス I -ープ 
の位置や部屋の大ささなどで、必ずしお、デジタル表示部の室内温度表示と、 
室温とは一致しません。 


ル部屋運転のしかた _ _ I (運乾中にしかで舌ません） 

♦か部屋運転はお部屋の広さに合わせて使用してください。 

•ル部屋運鼠中には「強」撮大）運転には切り醬わりません。 


※ル部屋運転時の目安 



LC - L 36 AS 

LC - L 53 AS 


通常運転 

ル部屋運輯モード 

通常運転 ル部屋運転モード 

木造 

約1日置 -► 

約8畳 

約14畳 -»■ 約10畳 

コンク! J — 卜 

約13畳 - 

約10畳 

約]日畳 一 約14畳 



ぶ 






















固使いかた 


設定のしかた 

0 r か部屋ボタン J を巧ず。 

「ピー」音がして r 小部屋」表示が、点口し設定されます。 


I 解除のしかた 

(D r 小部屋ボタン」を巧ず。 

「ピ~」音がして r 小部屋」表示が、消灯し解除されます。 


•ル部屋運転は一度設定ずれば、もう一度「ル部屋ボタン」を押して辭除するか、 
電源プラグを抜かない限り解除されません。 

•ル部屋運転が設定されている場含、運転スイツチを巧して運転をおこなラたび 
に「小部屋」表示び点口します。 


エコ運転のしかた (運輯中にしかでをません) 


エコ運き云とは… 

♦灯油の消費を抑えることにより、 COs 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 
貪長 d 

•エコ 運転中はデジタル表示部に [ G 」 表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約ずるために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が2日む上の摇合は、2己たに切り誓わります。 

③設定温度より室温が約 3 む上昇しまずと、自動的に消火します。自動消火し 
た後でを、運転ランプは点灯したままにな0ます。 

③室温が設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

® 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温 
度が2日でになるまで繰り返します。 

♦エコ運転中に^"グ@または^ 6 ボタンを巧ずと、設定-室内温度表示に切り 
誓わり、温度設定をずることがでさます。 


エコボタン 


設定のしかた 

0「エコボタン」を巧す。 

• r ピー」音がして rf [日」表示に切り替わり、「臥」表示が、点灯し設定されます。 

•エコ運転は一度設定ずれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されていてち消火 
時には表示されません。 

巧を涂のしかた 

( 2 ) 「エコボタン J を押す。 

♦「ピー」音びして設定•室内温度表示に切り替わり、「を^」表示が、消口し解除さ 
れまず。 

•電源プラグを抜いたり、停電があった場をは、自動的に解除されます。 

♦辭除後はエコ運転設定前の設定温度にもどりません。再度、温度設定をしてください。 









_ タイマ—運車云のしかた」 （ タィマ-を使用して暖房を始めたいとき) 

タイマー運転をする場合は、「囲使用前の準備 I の 巧！" 在時刻の設定のしかた I にがって、 
時刻合わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 



通背、タイマー運転設定時刻の日分から2已分前に運転を開始します。 

このス I ブのタイマー運転は、フアジーコント□—ルで、お部屋の大ささと室 
温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておきま 
す。 


設定のしかた 


gii 午前6時30分に設定したいとき 
「タイマーボタン」を巧す。 

「ピ ー 」音がしてデジタル表示部が r -- :」表示に変わり、 

「タイマーランプ」が点滅します。 

( g ) デジタル表示を見ながら^®のポタンを巧して「6」に含わせる。 

® デジタル表おを見なが5^6のボタンを巧して「5'ご」に含わせる。 

/- 

• ^梦のボタンは、—度押すごとに1時間または己分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻をわせをする場合は、「タイマーランプ」が点滅している間に^；^@- 
のどち5かのボタンを巧して < だホい。 

•設定でさなかった場をは、もラー度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
^ださい。__ 

( 4 ) r タイマーランプ」が点ミ威している間に、 r 運転スイッチ」を巧して r 入」にする。 

•かし待つと、「タイマーランプ」が点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示し 
てセットが完了しまず。 

•タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に 「Fr or 」 が表示されま 
す。 





さ肖！！ 


ぶ 







司使いかた 


•タイマー運乾は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「タイ 
マーボタン」を巧して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定び完了します。（停電や電源プラグを抜い 
た渡でをタイマー時刻を記憶しています。） 

• r 運乾スイッチ」を押して、「入」になっているときに、「タイマーボタン」を巧 
すと、タイマーランプが点滅し、かし待つと「タイマーランプ」が点灯しセツ 
卜が完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場をは前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場 
を。 

® r 運乾スイッチ」 を押して 「切」 にする。^ [タイマー運転の解除] 

@ r 運乾スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。^ [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


•タイマー運乾をした場合、点火後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」が点巧した状態で、デジタル表示部の 「かレ」 表示げ点口します。連続運 
転するとさは、タイマー運転の点火後]時間！;(内に「時間延長ボタン」を押し 
てください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不 
足で危険となるためで、手をふれない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、 ] 日分になるとデジタル表示部に数字で, V 7. 1?* • ?と表示し、 
2分ごとに r ピー」音でお知5せします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機 
状態にな0、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

(ただし現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になり 
ません。） 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
—ボタン」を巧すと、約]日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電げあったとき、ス I -ーブを揺5して巧震自動消火装 
置げ作動したとさは点乂しません。 









省エネセンヴー（みはりやく）運転のしかた 

•「省エネ t ンサー你はりやく）」が人の気配を感知しなくなってか6約1日〜3日 
分間経過すると、自動的に、燃焼状態が rs 二」（最小）燃焼になります。この状 
態で「省エネセンサー（みはりやく）」が人の気配を感知すると、設定温度にをわ 
せて運転が切り誓わります。 

•「省エネセンサー(みはりやく）」が人の気配を感知しなく 
なってから、約1時間経過すると、自動的に消乂して、デ 
ジタル表示部に「5巧 ff 」 の表示が点灯します。 

この状態で r 省エネセンサー（みはりやく）」が人の気配を 
感知しても、再点火運転することはありません。 

再点乂するときは、「運転スイッチ」を押し直してください。 

•運転中「省エネセンサー（みはりやく）」が人の気配を感知しなくなった状態で、 
残りの燃焼時間が1日分になると、デジタル表示部にぶ S ••くと表示し、 
2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 


省エネ（みは D やく）ボタン 
省エネ（みはりやく）ランプ 


設定のしかた 

® r 運輯スイッチ」が r 入」になっているときに惜てネ（みはりやく）ポタン」を押ず。 

• r ピー」音がして惜王ネ（みはりやく）ランスげ点灯し、省エネセンサー（みはり 
やく）運転げはじまります。 

•省エネセンサー（みはりやく）運転をした場合、「省エネセンサー（みはりやく）」が 
人の気配を感知しているときは、「省エネ你はりやく）ランプ」が点滅し、人の気 
配を感知していないときは、惜 I ネ你はりやく）ランスが点灯します。 

解除のしかた 

( D 階王ネ（みはりや <) ボタン」を押ず。 

「ピー」音がして惜エネ你はりやく）ランスが消灯し、省エネセンサー(みはりやく） 

運転が解除されます。 

•省エネセンサー（みはりやく）運転の設定-解除は運転中にしかでさません。ま 
た、いったん省エネセンサー（みはりやく）運転を設定すれば次の運転でわ省エ 
ネセンサー（みはりやく）運転をおこないます。 

•タイマー運転待機中、省エネ（みはりやく）ランプが点灯点滅しますが、タイマ 
一点火後の省エネセンサー（みはりやく）運転を示すものです。タイマー運転待 
機中は、省エネセンサー（みはりやく）運転、プチセキュリティー機能はいずれ 
ち動作致しません。 

^ - ^ _- A 








固使いかた 


消乂のしかた 


_ 尸--- - ミ 肖臭表示 

广 了◎輸 ■ ■ gggga tmm / — ) 

\ l ^ r がぶ0/1 #でを/運転スィッチ 

( T ) 「運輯スイッチ」を押して「切 J にする。 

•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「望皇」表示が点滅して、 
消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しばらくはス I -ーブ内部を冷やすために対流用フアンは回転し続けます。 

(この間、「運転ランプ」は点打、「聖量」表示は点滅しています。） 

•巧流用フアンが停止ずると「運転ランプ」が消灯します。 

( -消火時の注意- X 

♦消火後、巧茄用フアンげ止まるまで、電源プラグをコンセントか5抜かないで 
<ださい。音が出た0、炎が出た0、すすが発生して再点火後に安全装置が作 
動してエラーで停止ずることがあ0ます。（「图故障•異常の見分けかたと処置 
方法」の I 異常のお知らせ（デジタル表示の見かた ） I 参照） 

♦緊急のとをを除いて、消火は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源プ 
I ラグを抜いて消火させないでください。 I 


/-お願い-^ 

♦消火操作をしたときはノ（ーナー（燃焼部）内の火が消えることを確認してください。 
•消火時にはバーナー（燃焼部）内で「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音が 
します。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

•消火直後、温風空気取入口は高温になることびあ0ます。 

♦点火してすぐに消火操作をしたとき、きつい臭気が発生ずることげあります。 

点火後約20分間はできるだけ消火しないでください。 

♦長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


—— … 消火後再点 乂 ずるときの注意 

•消乂後すぐに再点乂すると、異常音が出ることびありまずので、しば 5 く待つ 
てか 5 再点火してください。 

•ストーブが暖かいラちに再点火操作をしたとさの予熱時間は、短かくなります。 
(「表4」参照） 


LC - L 36 AS I 約40砂 LC - L 53 AS 約已〇砂 


賽4| 

LC - L 36 AS : 

約4日秒 

LC 丄已 3 AS 


消し忘れ消乂装置の使いかた (運転を延長したいとき） 




•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点乂し_ 
てか 5 約 3 時間燃焼び継続すると、デジタル表示部に I 
「？化-」を表示して、自動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間が、]日分になるとデジタル表示部に数字 ^ 
で/ご. 弓..！ と表示します。 ^ 

♦この間、2分ごとに「ピー」音でお知6せします。 

〇消乂する前に「時間延長ボタン」を巧ず。 と 

•その時点か 5 再度約 3 時間の燃焼継続が巧能になります。 

•自動消乂した場をは、「運転スイッチ」を巧し直してくださし、。 


3 Hr 











クリーニング燃焼表示 


•クリーニング燃焼はノ（ーナー(燃焼部）内のミちれを除去する 
ための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間似上の連続運転をしまずと、デジタル表 
示部に「。:ご5」を表示して自動的に弱燃焼によるクリー 
ニング燃焼をおこないます。（約日分間カウントダウンし 
ます）その後自動的にちとの燃焼状態にもどります。 


換気表示 


•閉め切った部屋などで長時間運転すると不完全燃焼防止装 
置げ作動して臣^」表示が点滅し「ピー」音が己抄間鳴 

って運転を停止し、デジタル表示部に「-」表示が 

点滅します。 

•連続して不完全燃焼防止装置が作動した場合は不完全燃焼通 
知機能が作動します。（「圓安全装置」参照） 

•運転して1時間経過するたびに「ピー」音が鳴って「寺臣^」 
表示が約1分間点灯します。 

「古良」表示にたよらず、1時間に1〜2回り〜2分程驗 
は必ず部屋の換気をしてください。 






運輯スイッチ 


設定のしかた 

( D 運転中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒 LU 上長巧しすると「〇」 
び点: a し、チャイルド□ックび設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消乂のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操作 
はでさません。 

•運転停止中はすべての操作ができません。 

•チャイルド□ックが設定されているときに、「運転スイッチ」を巧して「入」にずる 
と 「fr 〇「」び表示され点乂できません。 


I 解除のしかた 

( D チャイルド□ックび設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3砂 1 U 上 
長巧しずると「〇」が消なし、チャイルド□ックが解除されます。 











司使いかた 


プチセキュ U テイー機旨 g 


プチセキュ U ティー機能は、停止中に「省エネセンサー（みはりやく）」が人の気配 
を感知すると、「ピー」音を鳴5し、全表示ランプ類が点滅し約30秒間警告動作す 
る機能です。 


省エネセンサー 
(みはりやく） 


設定のしかた 



省エネ（みはりやく）ボタン 
省エネ（みはりやく）ランプ 


( T ) r 運転スイッチ」が「切」になっているときに惜エネ（みはりやく）ボタン」を巧す。 

「ピー」音がして、デジタル表示部に「がご。」が表示され、「省エネセンサー(みは D 
やく）」が人の気配を感知しな<なって（「省エネ（みはりや <) ランプ」が消灯）か6約 
3日砂間経過すると r 省エネセンサー（みはりやく）」が自動的に監視を始姐ます。 


♦運転中及びタイマー待機中はプチセキュ U ティー機能は使用できません。 

♦プチセキュ U ティー機能作動中は r 運転スイッチ」を押しても rfr or 」 が表示 
され運転でさません。「運転スイッチ」を押しちどして機能を解除してから運転 
してください。 

♦一度の警告動作終了辕、「省エネセンサー（みはりやく）」が人の気配を感知しな 
くなって約3日秒間経週すると、自動的に監視を再開します。 


警告動作履歴の見かた 


プチセキュリティー機能動作中に「省エネセンサー（みはりや <)」が人の気配を感 
知して警告動作したかどラかを履歴としてデジタル表示部に表示させます。 



デジタル表示部 


( D プチセキュリティー機能動作中に^®のボタンを押す。 

「ピー」音がして、3秒間デジタル表示部に r 警告動作履歴」を表示します。 


を^ 







• のボタンを]回巧すと、一番新しし警告動作時刻を表示し、 ！；( 棲^@の 

ボタンを押すたびに順;欠ちい警告動作時刻が表示されます。「警告動作履歴」は 

10回まで記憶され、それ故降ちい r 警告動作履歴」は順次削除されます。 

•現在時刻を設定していない場をは、デジタル表お部に r 警告動作回数」を表示し 
ます。「警告動作回数」は最大]日回まで表示します。 

•プチセキュ U ティー機能を觸除すると履歴はすべて消えます。 

例 1 ) プチセキュ U ティー機能動作 中ごぶ S 、 

ごぶ！7、ご:ぶ？ の 3 回警告動作した場含 
(現在時刻設定時） 


例 2) プチセキユリティー機能動作中たご S 、 
ごぶ a 、ご：5での3回警告動作した場合 
(現在時刻未設定時） 

例 3) 警告動作しなかった場合 


作動時刻1 


作動時刻2 


作動時刻3 


^ブ y 田 ^プ^ T \さげを4个 

f 由 




5' 個) 


田 


ぎたは 


(回） 


解除のしかた 


省エネセンサー 
(みはりや <) 



省エネ（みはりやく）ポタン 
をエネ（みはりやく）ランプ 


(3) 惜エネ（みはりやく）ボタン」を押す。 

「ピー」音がして、「省エネ（みはりやく）ランプ」が消灯します。デジタル表示部の 
「がごじ」の表示が r 現在時刻表示」あるいは表示となり、プチセキュ I 」テ 
イー機能が解除されます。 


•プチセキュリティー機能作動中「ら- or 」 が表示されている場 
をは、解除できません。「運転スイッチ」を押しもどしてから 
「省エネ脉はりやく）ボタン」を押して解除してください。 

•惜エネセンサー你はりやく）」検知範囲は、も図のようになり 
ます。 



※検知範囲は季節や室温などの条件によって変動することがあり 
ます。また周囲温度と検知する巧象との温度差がルさい場を、 
検知する对象がほとんど動かない場含には、検知範囲内であっ 
てち検知しないことびあります。 

※人体似外の熱源を検出する攝合 
ル動物、温•冷風の気流の変化、白熱口などに感知することが 



ありまず。 

※携帯電話により、誤検知することがあります。 


※イラストは rLC - L 3 目 AS 」 です。 






固安全装置 


♦安全装置び作動するのは何5かの異常びあるときですか5、下記の処置をして 
も正常にならないとさは、お買い求めの販売店にご相談<ださい。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を押して「切」にしてか5再び巧し直し 
て「入」にすることをいいます。 

•すべての処置は必ずストーブを消火し、ス I -- プの温度が充分下がってからお 
こなって < ださい。 


を全装置名 

はたらさ 

処 置 

巧震自動 
消乂装置 

♦運転中にストーブび地震(震度約已政上)や強い振動、 
衝撃を受けたとき、火災などの危険を防ぐために自 
動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、周囲 
の可燃物、ストーブの損傷、油漏れ 
など異常びないことを確認した後、 
再点火して < ださい。 

不完を燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバーナ 
-(燃焼部）への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼によるを険を防止するをのであり、自動的に燃 
焼を停止します。 

•不完を燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、不完 
全燃焼による危険を防止するために、作動したこと 
を通知して、自動的に燃焼を停止します。 
(HN H !から H ヨを表示) 

•作動した場合は本体び充分に冷えて 
から電源フラグを抜を、燃焼空気取 
入口（給気フィルター）の掃除をし、 
部屋の換気をした後、電源プラグを 
差し直して再点乂して < ださい。 
(販売店にご相談ください） 

(「 团 点検•手入れ」の 

1燃焼空お取入 □ (給気フィルター)の巧除 1 

参照） 



♦再点义防止機能 

不完全燃焼通知機能び連続して作動したとを、不売 
全燃焼による危険を防止するため、自動的に燃焼を 
停止します。 （WW wy を表示します。）再点乂防止 
機能び作動すると、む後の点火操作びでさなくなり 
まず。 

•作動した場合は販売店にご相談くだ 
さい。 


この装置は、 
をのであり、 
を補給して< 

あくまでを不完全燃焼による危険を防止するための 
使用中はおず1時間に！〜2回換気して、新鮮な空気 
だをい。 


点乂巧全 
皆 置 

•点火ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴー S スタ 
の不良による点火不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないとをに、運転を停止しま 
す。 

•点火ヒーターの故障び原因で運乾を 
停止したときはバ ーナー 底に巧油び 
たま0ます。 

完全に乾燥させてから、ご使用くだ 
さい。 

(販売店にご相談ください） 

停電 安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源び切 
れたときは、自動的に運転を停止します。再び通電 
されても運転しません。 

•タイマー運転中に停電びあった場合、タイマー運転 
は辭除されます。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運転の設 
定をやり直します。 

(「团使用前の準備」の 

1 現を時刻の設定のしかた1、 

「固使いかた」の 

1 タイマー運鼠のしかた 1霉照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に崖転を停止させ 
る安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼や温風空気 
取入□のほこりつまりなどの原因でストーブび異常 
過熱したとさ、火災などの危険を防ぐために燃焼を 
停止します。 

•温風空気取入口のほこりを取0除い 
てから、再点乂操作をします。 
a 图点検‘手入れ」の 

1温風空気取入□の橋除 1参照） 

消し忘れ 
消义装置 

♦消し忘れによる危険を防止するために、点火してか 
5約3時間、燃焼び継続すると自動的に運転を停止 
します。 

♦消火する前に「時間延長ボタン」を 
押す。 

♦消火した場含は、再点乂操作をします。 

気密油タンクの 
給油時消义装置 

♦運転中に独タンクを取り出したとを、自動的に運転 
を停止します。 

•油タンクに給油して、本体にもどし 
てから再点火操作をします。 





团点検-手入れ 

r 点検•手入れのしかた 


♦点検•手入れをするときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5お 
いて、ス I -ーブの温度び巧分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずる 
おそれがあ0ます。 

•部品に触るとさや、内部を掃除するとさは、手をけがしないよラに、手袋をはめてお 
こなって < ださい。 

•ス I -ープをベンジン、シンナ~などでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナー（燃焼部）の取0はずし、分解はおこなわないで<ださい。 


___ 周囲 の可燃物の点検 _ 

ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよラ 
にして < ださい。 



>ストーブに付いたほこりやちれは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾など 
でみき取ってください。 

ミちれたままのご使用はを険のもとですし、ス I -ーブの傷みを早めます。 


___ 温風空気取入□の掃除 

ス I -ーブ背面にある温風空気取入□にごみやほこ 食 
りげ目づま〇しますと、温風用の空気量が減って 
過熱防止装置がはた5いて消火します。 

対流用ファンが停止していることを確認してか5 
温風空気取入口に付いているほこりを、掃除機な 
どで吸い取ってください。 I 



LC - L 36 AS 


LC-L 已 3 AS 


ストープ（背面または側面）にある燃焼空気取入 
口（給気フイルター)にごみやほこりが目づまり 
しますと、燃焼用の空気量が減って不完全燃焼の 
原因になります。 

燃焼空気取入 □ (給気フイルター）に付いている 
ほこりを、掃除機などで吸い取ってください。 



燃焼空気取入口 
.(給気 フイルター). 


LC-L36AS 


し C-L 已 3AS 





^点検-手入れをおこなうとさは^ 


^ まうたびに] 


^週間に1回 L ん。 



は加お I 

みせ す 


ru L 3 

台に〇 
圍油あ 




がか確操 ま 
み確を火 圳 
じをと点 み 
に因こら ご 
油原たか 、 
、、つて に。 
りしない どい 
まを V 除 なさ 
た作なり 部だ 
の操が取 弁< 
油火れを のて 
、消漏油 金い 
て、油灯。口除 
つは、た5 no 
よさしれさ油取 
にとを漏だ給で 
れる置、< のの 
漏い処後てクす 
油て漏たしンま 
-じ防しを夕り 
万生め認作油あ 









图点検-手入れ 



——---——お願い- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

'汚れが取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてか5ご使巧ください。 

•取りはずしたときは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


ときどき、燃焼空気取入□(給気フイルター）をはずして掃除をしてくださし、。 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の中がつま 
つている場合がありますので、やわらかいブラシ 
などで、燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の 
つまりを掃除してください。 

(光にかざして目づまりびきれいになったか確認し 
て < ださい。） 


- LC-L36AS 

燃焼空気取入口（給気フ 
ィルター）の脱着は、つ 
まみを持ち上げなが5矢 
印の方向に引っ張って取 
りはずします。また、取 
0付けは燃焼空気取入口 
(給気フィルター）上部 
を相手側部品に引っかけ 
た後、つまみ部を押し込 
がます 0 


LC - L 36 AS 


- LC-L53AS 

燃焼空気取入口（給気 
フイルター）の脱着は、 
矢印のち向に引っ張っ 
て取0はずします。ま、 
た、取0付けは燃焼空 C 
気取入口（給気フィル 
ター）を相手側部品に 
巧し込みます。 


LC-L 已 3 AS 


__ 温風 吹出 □ (ルーパー )の掃除 

温風吹出口（ルーバー）が巧れたり、ほこりげ付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
濡れ雑巾などで成を取ってください。 


-お願い- 

このとき必ずス I -ーブを消火し、蕾 
源プラグをコンセントか5抜いて、 
温風吹出 □ (ルーバー）の温度が充分 
下がってか5おこなってください。 
やけどをするおそれがあります。 




※イラストは 「 LC - L 3 目 AS 」 です。 


油受けの掃除 


♦油受けは、灯油は通しますが水は通しにくいフィルターででき 
ています。油受けに水やごみがたまると、油タンクに口油があ 
るのに、「 Q 」表示が点好することがあります。 

♦油タンクを取り出してから、油受けを傾けないよラに取り出 
し、たまった水やごみを取り除いてください。 



-お願い 

油受けは、水で洗わないでください。 

必ずきれいな灯油で洗ってください。 








♦燃焼中にス I ーブをゆすって、自動的に消乂するかを点検してください。 
•自動的に消火しまずと、デジタル表示部に re S 」 を表おします。 



•燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消乂するかを点検してください。 

•約已砂穫に自動的に消火しますと、デジタル表示部に「-」•「 Q 」を表示します。 


い:/—ズンに！〜2回於上 


みちけ 


爸巧ポンプ 
(ななめに乂れる） 


巧 巧プラグ 


^ _ 油タンク、油受けざらの掃除 _ 

ストーブか!5油タンクと油受けを取り出し、市販の給 Ul ^. (ななめ 1こ入れる） 

油ポンプ（手動式）などで油タンク内や油受けざ5内の(\^ / M ぶ 

水やごみを取り P をいてください。 が震 

油タンク内のわずかに残った口油は、油タンクに給油蠢 m 
ロロ金を取り付け、油受けを給油□口金に押し当て、青 ® L 

油タンクを上下左もにゆすって抜いてください。 口 心;， ujftD 

_電 源プラグ、コンセントの点検 ' 

電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると乂災の原因になる ' 
ことがあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりやミちれを取り除, 

いてください。 *1^ セント \巧がフク 

__ 巧流用ファンの掃除 （ LC-L53AS のみ） 

(T) 温風空気取入□(ファンつィルター）の止めねじ （2 本）をはずし、温風空気取® 

^入 □(ファンフィ ルター）をはずします。 

( 2 ) 対流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で破い取ってください。また、 

見える箇所だけでよろしいですか5、本体内部のほこりを取り除いてください。， 

( 3 ) 温風空気取入口（ファンフィルター)下側の突起をストーブ背面の角巧に入れ、_!! 

巧流用ファンのコードを温風空気取入□(ファンフィルター)の凹部を通してか屋)一 111111111111111111 iiir 
らふたをし、元通り組み立ててください。 >^11。《〇\。1 

^-ぉ願ぃ-^ 

♦電源プラグをコンセントか5抜いて、ス I -ーブの温度が充分に ，,,,, a 

下がってからおこなって<ださい。 ". 111111 II 

•対流用ファンにゴミやほこりが多量に付着しまずと、温風用の空 
気量が減って過熱防止装置がはたらいて消火します。温風空気取 W 

入口（ファンフィルター）の掃除をしてを燃焼び停止するようで 現 

あれば、巧流用ファンび停止していることを確認してから巧流用 部 

ファンのごみやほこりを掃除機で暇い取って取り除いてください。 

♦はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元通りに 
組み付けてください。けびをします。 


,1^11" リ叫 II 而 


川 1111 川川 mmm 




8」定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要です。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン 
終了後などに、お買い求め店、または修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協 
会 （ TEL 03-34 日日-29吕 8) でおこなう掛和管理講習会修了者（石油機器技術管理 
±)など〕のいる店、当ネ±などに点、検依頼されることをおすすめします。 














1] 故障 • 異常の見分けかたと処置瞒-修里を顏される前; 

異常のお知らせ(デジタル表示の見かた)~~^ 





安全装置が作動すると、自動消乂しまず。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が 
表 7 K 「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買いまめ 
の販売店へご連絡ください。 


処置方法 

•温風を気取入口、温風吹出 □ (ルーバー)、対流 
用 フアン （ LC - L 53 AS のみ）①掃除をしてか5 
再点义してください。 （ r 回点横-手入れ」参照） 
♦ストーブの周囲の障害物を取り除い てください。 
• 再点义操作をしてください。 

• 電源ブラグなど電源をご確認くだをい。 

参空気系統の故障でず。お貿い求めの版荒店まで「デ 
ジタ(エラー表を)などをご題ください。 

参しば5く待ってから巧点义操作をしてください。 
♦修理が必要です。お買いホめの販売店まで、「デジ 
夕 J レ表示 ■! (エラ~表示）など をご連結< ださい。 

参ス I -ーブび傾いていないか確認してから、再 
点义操作してください。 

♦地磨によって作動した場合は、周囲の可燃物、 
ストーブの損傷、油漏れなど異常びないこと 

を確認 したを、再点义してください。 _ 

♦ 燃烧空気取入口（給気 フィ ルター)①掃除をし、 
窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をしてか6、 
再点义してください。 （ r 团点検•手入れ」の 
臟 焼空気取入□て絕気フィルタ ー ）の巧除 I 参照） 
ご使巧中は必ず1時間に1〜2回換気してくださ 
し、 0 


♦不完金燃賊動臟能がはたらいたときは、±1己処 
面をおこなつた後、雷原プラグを差し直してから、 
再点义してください。処置をしても繰り返し作動 
するときは、お買いずめの販売店まで「デジタル 
表を J (エラー表示)などをご連箱ください。 


♦再点火防止機能びはた5し化とまは、お客様では 
処置でをません。運乾スイッチを r 切」にしてお 
買い求めの販売店まで r デジタル表尉（エラー 
表示)などをご連箱ください。 


•ストーブの周囲の障害物を取り除いて<ださ 
い。 

• 電源プラグを入れ直してください。 

♦電気系統の脚填です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル 表示」(エラー表示）などをご連緒ください。 

♦「運乾スイッチ」を巧して「切 J にし、チャイルド ロ 
ック.プチセキュリティー機能を解除してください。 
け囘使いかた」の I チャイルド□ックのしかが - 
け すちキュリ ティー 機能 I 参目,目） 

♦ r 運乾スイッチ」を巧して「切 J たし、タイ7 
—運転時刻を設定してください。（「固使いか 
た」の I タィマー運窗の。 M 参照） 

♦灯油を給油してから、再点火操作をしてくださし、。 

参油タンクを戻してか5再点乂操作をしてくだ 
をぃ。 _ 

• 毎点义操作をしてください。 


ちジタ J 慷お 

表示の意昧 1 

C . n 

し U 

• 過熱防止装置が作動しました。 

F-0 

♦停電消义後電源が入りました。 

参タイマー運乾待機中に停電し、その後電源 
が入りました。 


• ミ肖火をすぐに泻点ク^しました。 

♦ 点义を全装置び作動しました。 

(•燃焼部にシ U コーン酸化物が付着しました。） 

广 广 
♦• つ 

分 •, 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝擊を受けた 
ため自動的に消乂しました。 

♦地顆（巧度約己 m 上）により消火しました。 

广 广 

C -〇 

• • • • 

拾換気 

♦換気不良•手入れ不良、その化の異常によ 
り)トナ (燃焼部）への空気の供給び不を 
したので不完を燃焼によるを険を防止する 
ため、自動消义しました。 

(不完全燃焼防止装置げ作動） 



♦す完を燃焼防止装置が連続して作動ずる 
と、不完全燃焼通知機能びはた5きお知5 
せしまず。 け納！から!がが表示) 


•換気しないでそのままさ6に不完全燃焼防 
止装置（不亮全燃焼通ミ日機能）び作動ずる 
と、再点义防止機能がはた6き、消义して 
点乂でをなくなりまず。いかが y 表示） 


参ま温が33でむ上になりました。 


• ブ□ア モーターび 惇止しました。 


参チャイルド□ック中.プチセキュ U ティー 
機能作動中に「運輯スイッチ J を巧して 
「入」にしました。 







♦タイマー運乾時刻が設定されていません。 

• な油がなくなり消火しました。 ~ 

参ミ由タンクを取出したため、気密油タンクの 
給油時消义装置げ作動しました。 

タイマーランプ 

♦タイマー運乾がお了しました。_ 

•ミ肖し息れ消义装置にて消火しました。 

•クリーニング燃焼中。 

(約已分間カウントダウンします。） 




い J タイマーランプ 

〇 〇 ♦タイマー運乾がお了しました 

ぶん- •ミ肖し息れ消义装置にて消火し 

rt - nc •クリーニング燃焼中。 

しし 'UJ (約已巧間カウントダウンしま1 

全?’肖 ：) J • 省電力機能び作動しました。 

上記じ(外の 

エラー表示•修理び必要な故障でず。 

(と-•け-;， f -3) 





• 再点义操作をしてください。 


♦約己分後に自動的に通常運聞にちどりまず。 

• 操作 Si のいずれかのボタンを押してください。 

♦お買い求めの販売店まで「デジタル表示 J (エ 
ラー表示）などをご連絡ください。 













処置方法 



—r 

■■图 ■ 

lapBlililmBi 

Mi—11 

■■■■■日■日 





■P* 



O 



巧震自動消乂装置び 
作動した 

油受けにかが入った 


電源プラクをコンセン 
卜に善し込んでいなし、 

停電した 


♦表中のを表示は、「デジタル表示」（エラー表示）をおしまず。 

♦処置をおこなっても改善されない場合や、原因が特定できない場含や、該当する現象 
がない場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 


気密油タンクの給油時 
消乂装置が作動した 


給油ロロ金を間違 

をた 

ストープ周囲の湿度 
び異常に上昇した 


不完全燃焼通知機能 
が作動した 


再点乂防止機能び作 
動した 


な油び油タンクの 
出し入れでこぼれた 

尊気不良 

変質な油やす補阿油 
を使った 

省電力機¥目が作動 
した 


油タンクにな油びなし、 


イルター)の目づまり 


油受けざ6に水わ 
入つた 


換 


故障かなと思ったときに 



電源プラグをコンセ 
こ差し込む 

停電復帰後、再点乂 
操作をする 


再点火操作をずる 

油タンクと油受け内 
のかを取り除く 


市販の給油ポンプで水混 
入の灯油をすっかり巧く 


燃焼空気取入□觀フ 
ィ J レター)を掃除ずる 





こぼれたな油ををれ 
いにふを取る 




部屋の巧分な換気をずる 

〇 



変質な巧や不純な油を良 
質な好油に入れかえる 
版売店にご相談ください 


〇 


操作部のいずれかの 
ポタンを押ず 




正しい給油□□金を 
取り付ける 



〇 

ストーブ周囲の温度を確 
認ずる 

，眼売店にご相談ください 




燃焼空気取入口 (給気フ 
ィルター）を掃除ずる 
部屋の充分な換気をずる 
電源プラグを差し直して 
<だをい 




販売店にごホ目談くだ 
さい 




r ヒ丄号が瞄 D 続けずベてのランプが蠢 
ホ大然ずべてのランプが消える 


蒸気が出 



























围部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 


•部品交換や修理をお受けになる場をは、お買い求めの販売店か、（財）曰本石油 
燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習妄修了ち（石油機器技術管理±)など 
のいる販売店で修理されることをおすすめします。 

♦不完全な修理は危険です。 

•故障したものは使わないでください。___ 

•短時間に消耗する部品は特にあ0ませんが、交換部品が必要な場をは、お買い 
求めになった販売 店にご相談ください。(「圆アフターサービス」の 願修用 I を 

能部品について I 参照） 

•インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. makeshop . jp /^ 
ご覧ください。 

•部品は必ずトヨト S 純正部品（指定された部品）をご使用<ださい。 

•部品を交換するときは、ストーブを消火し、ストーブの温度が充分に下がって 
から、 電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 


巧保管 (長期間使用しない場含) 


•ストープを保管する場合は、「团点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの手 
入れをしてか5保管してください。また、破損している箇所は修理をしてか5 
保管してください。 

•格納-イ呆管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であつ 
て、しかもストーブの上には重量物をのせたり、人がのったりしないよラ配慮 
して < ださい。 


1ストーブを消火し、ストーブの温度が巧分下がってか日、電源プラグをコン 
セントか5抜く。 

2燃焼空気取入口（給気フィルタ—)、温風空気取入□、温風吹出口りレーパ’一)、 
電源プラグに付着したほこりや汚れを掃除して<ださい。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）は布などで讯くのはおやめください。 

かえって目づまりしまず。 

3油タンク、油受けざら内の:) a 油、ごみ、か気を取り出ず。 

•油タンク、油受けざ日に水やごみが残ったまま保管ずると、謂や巧あきの原因にな 
0ます。 

4ス I ブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた巧で水気を所を 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどでは成かないでください。） 

5包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないで<ださい。 S けされなかった灯油が漏れることが 
あ0まず。 

•取扱説明書-保証書わ必ず保管してください。 

图廃棄ずるとき 


r 团点検-手入れ」の I 油タンク、油受けざ5の掃協 を参照して、油タンク、油受 
けざ b 内の灯油を抜さ取ってか5廃棄して<ださい。 



園仕様 


r 刑 

式 の 


呼 

び 

LC - L 36 AS 

LC - L 53 AS 、 

種 




類 

ポット式-強制通気あ-強制対流形 

点 

乂 

ノ 


式 

電気点火 

使 

用 

i 

然 

料 

灯油 （ JIS 1 号） 

燃料消費量 

最 

大 

3.60 kW (0.350 L / h ) 

己.2已 kW (0 .已 lOL / h ) 

最 

か 

1.02 kW (0.099 L / h ) 

1.41 kW (0.137 L / h ) 

廣 

房出力 


最 

大 

3.60 kW 

已 .2 己 kW 


最 

ル 

1.02 kW 

1.41 kW 

ミ由 

タン 

ク 

容 

量 

7.0 L 1 

燃 

巧継 

続 

時 

間 

20.0時間（最大燃焼時） 

13.7 時間（最大燃焼時） 

が 

お 

寸 

法 

高さ 437mm 幅 43 己 mm 奧巧 31 己 mm (置台を含む） 

高さ 445mm 幅已巳 0mm 奧巧 327.5 mm (置台を含む） 

質 




星 

11 .0 kg 

12.7 kg 

1 電源電圧及び周波数 

100V • 己 0/60HZ 

定 

費 

疆 

格 

力 

点火時320 /320 W 待機時 0.8/ a 7 W 
最大9已 0/950 W (点火初期に短時間発生） 

お 

燃焼時 21/20 W 

燃焼時2已 /23 W 

騒 

音値（正面） 


最大燃焼時37犯最ル燃焼時23犯 

最大燃焼時 38 CIB 最ル燃焼時24日目 

霉 

流ヒ 

三 

— 

ズ 

4 A 

安 

v_ 

を 

装 

圍 

巧震自動消义装置、点乂安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 （90 で）、停電安全装置、 

不完全燃焼防止装置（フレームロッドんバーナーヴー = スタち式)、ミ肖し忘れ消义装置、気密巧タンクのおミ由時消义装置， 


※騒音値の数値は J に測定方法 (JIS S 3031) に基づく正面値です。 


■配線図 


LC - L 己 3 AS のみ) 兩引ポンブこ ]ホ 

巧 m：D - {W 

I 点义ヒーターこ ゴち* 
I フアンモ-夕- cJT 


フ□アモ_夕_ 


巧なポンフ 


巧夏巧 


フレーム□ツト巧 ■ 
体男を度巧防止哀置) 


つレ—ム□ツド B 


ホ D 遇な防止装 111 ( 日0で） 
Wen 加坦 K ミ勤お 


m q ルームサーミスタ I 


乃一すーヴ ー s スタ 


巧売を燃を止现 


-ル I 


丄みは日ゃ<_)_ 


piU 紀巧時;肖乂巧麵 I 


14アフターヴー ビス 


保証について 


♦添付しております保証書は販売店で所定事頃を記入してお渡ししまずので、記 
載巧客をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買いおめの曰より3年間です。 

修理を依頼ずるとを 

• r 图故障-異常の見分けかたと処置方法」に従って、処置をおこなってください。 
直らないときは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントか5抜いて、お 
買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名"•石油フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストーブ） 

©型式の呼び…（例） LC - L 36 AS @お買いずめ年月日 

@故障の状況（できるだけ具体的に）愈おなまえ-おところ-電話番号 
•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店 
が修理させていただをます。 

•保証期間が過ぎていてち、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料 
で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術斜、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書とストーブに表示されている禁止事項-ミ主意事項及び通常使用に 
反して使用された場をの故障、事故は保証いたしません。 












圆アフターサービス 



♦石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 
•補修用性能部品とは、ス i ブの機能を維持するために必要な部品です。 


I 消耗•劣化する部品 I 

•使用期間により、交換-メンテナンスび必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点义ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□金、油受け 

•変質打油、不純口油の使用で劣化しやずい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 



•本機は電源周波数己日、6日 Hz とを同一仕様です。 

•電源周煎数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますが、高地への転居、 
高地か5の転居は再調整が必要ですのでお近くの I お客様相談窓□一覧 I (別紙参照）ま 
でご相談ください。 



故障-破損した6使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険です。 


分巧禁止 



修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざ5の灯油を抜いてください。運搬の 
途中にな油びこぼれ、周囲を汚すおそれがあります。 


〇 


I 故障 -修理の際の連絡 先 I 

アフターサービスについてごす明な点は、お買い巧めの販売店、または、 I お客様相談 
窓口一質 I (別紙参照）までお問い合わせくだをい。 




株式会社 

ホームぺージ http://www.toy 日 t 曰 mup 
本社： 干 467-08 己已 

名ち屋市瑞穂区桃園町 5 番 17 号 
フ U — コール 0] 20-1 日 4-1 己 4 
TEL <052)822-1 144 
FAX 〈0 曰 2〉822-2742 















